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· 成績処理の基本
· 最低限クラスとスタートリストがあれば良い
· クラスは順位付けをする単位
· スタート時刻とフィニッシュ時刻とペナチェック結果があれば個人の記録は計算できる

· Mulka2のインストールとテストイベントの作成

· Startlist.datを作成してイベントマネージャに投入
· 手動入力での成績処理

· リレーの場合の成績処理

· 「リレークラス」毎に「リレーチーム」の成績を元に順位付けを行う

· リレーチームの成績は構成メンバのタイムの合計

· 2走以降の走者の記録の計算方法
· 2走のスタート時刻は1走のフィニッシュ時刻が自動的に設定される

· 何らかの理由で2走の前に3走が帰ってきたことになると記録を計算できない

· リスタートの処理方法

· リスタートは、スタート時刻を前走者のフィニッシュ時刻ではなく指定された時刻に変えることを意味する

· チームの成績を参考記録にする場合は手動で設定する

· リレーイベントのデータの作成方法

· RelayClass.dat・RelayTeam.dat・Class.dat・Startlist.datが最低限必要

· リレークラスデータにスタート時刻を設定すれば、各選手のスタート時刻は入力する必要はない

· Class.datは個人の（区間の）順位を出すのに必要

· Startlist.datは、個々のチームの区間毎の走者の氏名等を記述する

· リレーの成績は専用のビューで確認、専用のスタイルで印刷する

· 電子パンチを利用した場合の成績処理

· e-cardにはパンチする毎にそのコードとリフトアップスタートしてから所要時間が記録される
· 所要時間とペナチェック結果があれば個人の記録は計算できる

· フィニッシュした時刻もわかれば、そこからe-cardに記録されている所要時間を引き算することでアクティベートした時刻もわかる

· 選手とe-cardのひもづけ

· e-cardを読み取った時にそれを誰の記録にするのか、システムがわかっていないといけない

· Startlist.datにe-card番号を記述しておく方法と読み取りの際にスタートナンバーを一緒に入力する方法

· ペナチェック

· Course.datにコース毎のコントロール番号の情報を登録しておく
· 選手がどのコースなのかをシステムに教えるために、Startlist.datに個人個人のコースを記入するか、あるいはクラス単位でコースが決まっている場合はClass.datにどのコースなのかを記入する

· 順位付けはクラス単位で行われるので、クラスの中で人によってコースが異なっても構わない

· e-cardを読み込むとe-card内の生データに相当する「e-cardデータ」と選手とe-cardデータとのひもづけ情報がシステム内に保存される

· 同じカードで2本走った場合、e-cardデータは別々のデータとしてシステム内に保存される

· 計セン運営の流れ
· データの作成（事前）

· スタートリストの加工とコース情報の収集

· 試走・ポ確

· 試走モードでの読み取り

· 当日参加入力

· あらかじめ当日参加者用の枠をスタートリスト内に作成しておく

· e-card読み取り
· ペナの場合はペナレポートを印刷する

· 速報印刷

· 適当な時間間隔で手動で印刷する

· 欠席入力

· スタートから未出走者リストをもらって入力する

· 表彰対象者印刷
· あらかじめクラス毎の入賞者数の設定が必要

· LapCenterへのアップロード

· アカウントがあればMulka2から直接アップロード可能

· 成績表の作成

· CSVファイルを出力して加工

· Mulka2のシステム構造

· サーバとクライアントによって構成されたアプリケーション

· データベースはサーバ側ではなくクライアント側が個々に持っている（オンメモリ）

· クライアントで処理を行うと、処理内容をコマンド文字列に変換し自身のDBを更新する前に先にサーバと他のクライアントに処理内容を通知する

· コマンド文字列はサーバ上のChanges.datというファイルに保存される

· コマンドを受け取ったクライアントはDBを更新し、プログラム上の「イベント」を発生させる

· そのイベントに基づいて画面表示が更新されたりペナレポートやラップ表の自動印刷が行われる

· イベントは全てのクライアントで平等に発生するのでe-cardの読み取りとペナレポートの印刷を別々のPCで行っても構わない










































































































